
信号切り替え器

取扱説明書
  ご使用の前に必ず本書をお読みください。
 本書はいつでも活用できるように大切に保管してください。

このたびは FMP-SWをお買い上げいただきありがとうございます。
この製品は 1機のドローンを 2台の送信機で切り替えて使用するこ
とができます。本製品は安全性確保のため目視内飛行のみでご使用
ください。

◆長距離運用

◆一人では見えない範囲の運用

◆一台の送信機や操縦者がトラブルを
起こした場合のバックアップとして
の使用

接続図

機能

使用可能システム

FMP-SW仕様
用途     ： 信号切り替え器
全長     ： 340 mm
重量     ： 9.8 g
定格電圧　  ： 3.7 V ～ 7.4 V

（使用可能電圧範囲  ： 3.5 V ～ 8.4 V)

1M23N26735

フライトコントローラー

S.BUS 受信機

S.BUS 受信機

Rx ポートへ
（S.BUS対応ポート）

S.BUS ポートへ

S.BUS ポートへ

１台のドローンを２台の送信機で切り替えて操作

送信機の
スイッチで切り替え

送信機Ｂで操作

送信機Ａで操作

操縦替ります

了解！

B の操縦
可能範囲

Bの操縦
可能範囲

Aの操縦
可能範囲

Aの操縦
可能範囲

操縦者交替
Ａ⇒Ｂ

操縦者交替
Ａ⇒Ｂ

Futaba 通信システム Mode 使用可否

FASSTest 12 ch Mode 〇
18 ch Mode 〇

FASST
Multi Nomal 〇

High speed 〇

7 ch Nomal ×
High speed ×

T-FHSS Air 〇
Car ×

S-FHSS Nomal ×
High speed ×

電源ON 緑点滅
RX1 側操作可能 赤点灯+緑点滅（１回）
RX2 側操作可能 赤点灯+緑点滅（2回）
RX1 側操作不能 赤点滅（１回）+緑点滅（１回）
RX2 側操作不能 赤点滅（１回）+緑点滅（2回）

LED の表示

※ S.BUS 信号に DG1 チャンネルが含まれていれば使用可能



設定方法

使用方法

注意事項

●本書の内容の一部または全部を無断で転載することはおやめください。●本書の内容に
関しては将来予告なしに変更することがあります。●本書の内容は万全を期して作成して
いますが、万一ご不明の点や誤り、記載もれなどお気づきの点がございましたら弊社まで
ご連絡ください。●お客様が機器を使用された結果につきましては、責任を負いかねるこ
とがございますのでご了承ください。

DG1 チャンネル割り当て設定
本製品では DG1 チャンネルの信号を切り替えに使用します。送信機のファン
クション設定にて DG1 チャンネルの割り当てを SD スイッチに変更してくだ
さい。また、DG1 チャンネルのリバース設定は「ノーマル」にしてください。
なお、設定方法詳細については送信機の取扱説明書などをご確認ください。

  (1) 電源投入直後
●通常、SD スイッチを「操作可」にしている方の送信機のみ操作が可能です。
●もし電源を入れた際に 2 台の送信機の SD スイッチが「操作可」もしくは「操

作不可」の場合 FMP-SW の１に接続している受信機とペアの送信機が操作
可能です ( ※ 1) ( ※ 2)。

  (2) 操作する送信機を切り替える
● SD スイッチが「操作可」になっている送信機から「操作不可」の送信機

に切り替える際は以下の手順にて切り替えが可能となります (A1)。
　① SD スイッチが「操作不可」の送信機を「操作可」にする。
　② SD スイッチが「操作可」の送信機を「操作不可」にする。
　③②の操作を行った瞬間に操作権が移ります ( ※ 3)。

  (3) 操作できなくなった時の切り替え方法
●操作中の送信機で機体の操縦ができなくなった場合 ( 送信機の電源が落ち

る、受信機のコネクタが抜けるなど ) には、最終操作状態を維持したまま
本製品に接続している送信機での操作ができなくなります。そのため、以
下の手順にて操作していなかった送信機に切り替えることができます。

 
①操作不能となった送信機側から操作していなかった送信機側へ操縦不能の

旨を伝達する (A1)。
②操作不能になってから 5 秒以上経過したことを確認する ( ※ 4) ( ※ 5)。
③操作していなかった送信機側にて SD スイッチを 10 秒以内に「操作可」⇔

「操作不可」と 3 回操作する。
④③の操作を行った瞬間に操作権が移ります ( ※ 3)。

  (4) 切り替えできなくなった場合
● SD スイッチが「操作不可」となっている、送信機の電源が切れる、受信

機のコネクタが抜ける、などした場合、「操作可」となっている送信機の
SD スイッチ操作による切り替えはできません。なお、切り替えができな
いこと以外は送信機として正常に動作します。

  (5) 双方の送信機からの電波が来なくなった場合
●本製品に接続している送信機の電波が何らかの理由で双方途絶した場合に

は切り替え操作および機体操作はできません。機体の挙動としては、最終
操作状態を維持したままとなります ( ※ 5)。

  (6) 初期接続設定の送信機を変更する方法
●電源投入時近くにある送信機が接続設定されている送信機でなかった場合

下記の方法で操作権を変更することができます。
①機体 (FMP-SW) と送信機どちらも電源が切れていることを確認します。
②機体と送信機の電源をいれて操作したい送信機の SD スイッチを 10 秒以内

に 3 回切り替えます ( ※ 6)。
③これにより機体の近くにある送信機に操作権を移すことができます。

(A1)本製品は切り替え時に音や表示の機能はありません。そのため、送信
機の切り替えをするときはトランシーバーや笛、旗などで合図してく
ださい。

スイッチ 操作 DG1
↑ 可 ↑
↓ 不可 ↓

注意事項
・FMP-SW( 以下、本製品 ) はドローン ( マルチコプター ) で使用することを

想定しています。その他飛行機などで使用することは推奨しておりません。
万が一、そのような用途で使用した場合に墜落等が発生しても弊社は一切
の責任を負いません。

 ・本製品を使い始める前にフライトコントローラーと受信機、送信機をそれ
ぞれ接続し動作が正常か確認してください。

※1　本製品の電源を入れたまま送信機の電源をON/OFFすると前回有効となっ
ていた送信機が使用可能となります。そのため必ず送信機の電源を切る
際は本製品の電源も切ってください。前回の接続情報がリセットされ 1
側が優先して有効になります。

※ 2　本製品の１側に接続されている送信機が何らかの理由で機能しない場
合、２側に接続されている送信機の SD スイッチを 10 秒以内に 3 回切
り替えることにより２側を有効にすることができます。この場合、１
側の送信機を復旧させない状態で飛行させた場合本製品での切り替え
は行えません。

※ 3　DG1 スイッチを用いて操縦者の切り替えを行う際は必ず切り替え前と
後で送信機の状態が同じであることを確認してください。万が一、ス
ティックポジションやスイッチ類が異なる場合には切り替え時に急な
動作となる恐れがあります。

※ 4　5 秒待っている間にフライトコントローラーへ送信機からの信号が届か
なくなり FailSafe に入る可能性があります。この FailSafe に入る時間
はフライトコントローラーの設定によって違うため設定をご確認くだ
さい。

※ 5　機体の状態が最終操作時の入力となります。そのため、必ずフライト
コントローラーの FailSafe 機能は有効にして本製品を使用してくださ
い。有効になっていない場合は機体が墜落する恐れもあります。

※ 6　電源投入時の強制切り替えはフライト中に電源が切れた際とは異なり 5
秒待つ必要はありません。
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